
去
る
六
月
一
日
、
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー

に
て
、
令
和
五
年
度
総
会
を
開
催
し
ま

し
た
。
、
令
和
四
年
度
の
事
業
・
決
算

報
告
、
役
員
改
選
、
並
び
に
令
和
五
年

度
の
事
業
計
画
、
予
算
案
、
地
域
福
祉

セ
ン
タ
ー
利
用
規
定
の
改
定
を
ご
承
認

頂
き
ま
し
た
。

本
年
度
も
課
題
は
多
く
あ
り
ま
す
が
、

「
地
域
の
活
性
化
」
と
「
安
心
・
安
全

の
ま
ち
づ
く
り
」
に
向
け
、
事
業
実
施

に
あ
た
っ
て
は
、
コ
ロ
ナ
禍
三
年
間
を

取
り
戻
す
た
め
、
各
種
団
体
相
互
の
連

携
を
深
め
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

今
年
度
の
計
画
は
次
の
と
お
り
で
す
。

皆
さ
ん
の
ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

企
画
・
総
務

会
議
活
用
、
各
種

団
体
の
情
報
発
信
、
施
設
利
用
整
備

ふ
れ
あ
い
昼
食
部

ふ
れ
あ
い
昼
食
会

（
８
月
除
く
毎
月
第
三
水
曜
日
）

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
部

ふ
れ
あ
い
喫
茶
、

ひ
ま
わ
り
配
食
サ
ー
ビ
ス
、
友
愛
訪
問

に
よ
る
見
守
り
活
動
、
カ
ー
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
、
コ
ー
ラ
ス
再
開

防
犯
福
祉
部

町
民
が
支
え
合
う

組
織
つ
く
り
、
合
同
秋
季
訓
練
、
大
沢

校
地
域
防
災
学
習
、
町
全
世
帯
地
震
訓

練
等

交
流
部

し
あ
わ
せ
ク
ラ
ブ

に
よ
る
他
団
体
と
の
連
携
、
地
域
内
外

及
び
世
代
間
交
流
事
業
実
施
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
、
趣
味
の
会
等

文
化
部

「
盆
踊
り
大
会
」「
ふ

れ
あ
い
運
動
会
」「
町
民
芸
術
祭
」

体
育
部

「
ふ
れ
あ
い
運
動

会
」
支
援
、
「
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大

会
」
及
び
他
事
業
大
会
支
援

広
報
部

住
民
相
互
の
情
報

共
有
と
し
て
の
「
光
山
だ
よ
り
」
「
月

間
予
定
表
」
の
発
行
、
情
報
発
信
等

そ
の
他

各
種
団
体
と
連
携

し
、
学
校
運
営
協
議
会
の
取
組
へ
の
支

援
活
動
、
学
校
園
・
児
童
館
行
事
へ
の

積
極
参
加
、
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
周
辺

等
の
環
境
美
化
、
地
域
資
源
伝
統
文
化

の
保
存
と
発
信
等

（
各
計
画
事
業
は
、
都
合
に
よ
り
変
更

の
場
合
が
あ
り
ま
す
。）

追
記
：
ふ
れ
ま
ち
の
活
動
拠
点
「
地

域
福
祉
セ
ン
タ
ー
」
の
利
用
に
つ
い
て

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策
に
て
、
長
期
間
に
わ
た
り
多
大
な
る

ご
協
力
を
頂
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
今
後
の
施
設
利
用
に
つ
い
て
は
、

歌
唱
を
伴
う
活
動
や
飲
食
を
伴
う
活
動

等
に
つ
い
て
は
、
利
用
者
各
自
の
感
染

リ
ス
ク
を
考
慮
の
う
え
、
必
要
に
応
じ

基
本
的
な
対
策
を
頂
き
、
利
用
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

（
大
家
重
明
）

暑
さ
が
日
に
日
に
増
し
て
き
ま
し
た
。

大
沢
町
の
皆
様
、
農
作
業
等
に
お
い
て

無
理
を
せ
ず
熱
中
症
に
気
を
付
け
水
分

補
給
や
休
憩
を
取
り
ま
し
ょ
う
。

防
コ
ミ
活
動
で
す
が
、
こ
こ
数
年
は

コ
ロ
ナ
禍
で
様
々
な
対
面
訓
練
に
制
限

が
あ
り
、
致
し
方
な
く
昨
年
度
は
一
年

間
限
定
で
防
コ
ミ
だ
よ
り
を
皆
様
に
配

布
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
各
地
域
の
支

部
長
様
に
は
素
晴
ら
し
い
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
頂
き
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

大
沢
町
の
皆
様
の
防
災
意
識
の
向
上
に

少
し
で
も
つ
な
が
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

４
月
以
降
に
全
国
各
地
で
多
数
の
地

震
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
数
だ
け
で
見

ま
す
と
６
月

19
日
ま
で
で
震
度
３
以

上
の
地
震
が

65
回
で
す
。
震
源
地
数

を
見
ま
す
と

23
箇
所
で
そ
れ
も
様
々

な
地
方
で
起
こ
っ
て
い
ま
す
。
あ
る
地

質
学
者
の
方
が
地
震
大
国
日
本
で
は
す

べ
て
の
地
域
が
震
源
地
に
な
っ
て
も
不

思
議
で
は
な
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

大
沢
町
で
の
地
震
リ
ス
ク
で
大
き
い

の
は
家
屋
倒
壊
、
地
す
べ
り
、
溜
池
決

壊
、
山
崩
れ
な
ど
が
考
え
ら
れ
サ
ブ
リ

ス
ク
に
は
イ
ン
フ
ラ
の
破
損
と
し
て
電

柱
倒
壊
、
水
道
管
破
損
と
か
が
考
え
ら

れ
ま
す
が
一
番
気
が
か
り
は
高
齢
化
に

よ
る
自
助
行
動
の
遅
れ
が
心
配
で
す
。

地
域
で
の
助
け
合
い
が
大
切
で
す
。

（
安
井

健
十
）

二
か
所
で
道
路
防
災
対
策
工
事
開
始

６
／
16
～
８
／
８
（
予
定
）

（1）こうさんだより 令和５年７月号 第６１２号
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発 行

大沢ふれあいのまちづくり

協議会広報部

http://www.ozo.j

ふ
れ
あ
い
の
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

総
会
開
催

地
域
ぐ
る
み
で

防
災
意
識
を
‼

お
知
ら
せ

一
十
土
だ
よ
り

た
け
の
こ
採
り

ハ
イ
キ
ン
グ

令
和
５
年
５
月

28

日

上
大
沢
里
づ
く
り
協
議
会

地
域

活
性
化
チ
ー
ム
が
企
画
し
た
「
竹
林
散

策
と
た
け
の
こ
採
り
」
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
地
域
の
資
源
を
活
用
し
た
人
気

イ
ベ
ン
ト
で
神
戸
市
の
広
報
誌
で
募
集

し
た
と
こ
ろ

100
名
以
上
の
方
が
参
加

し
、
善
入
展
望
公
園
へ
ハ
イ
キ
ン
グ
し

な
が
ら
淡
竹
の
タ
ケ
ノ
コ
を
た
く
さ
ん

収
穫
さ
れ
ま
し
た
。
た
け
の
こ
料
理
の

お
す
す
め
レ
シ
ピ
伝
授
や
、
地
元
の
野

菜
販
売
な
ど
の
コ
ン
テ
ン
ツ
も
好
評
で

里
山
を
満
喫
で
き
る
イ
ベ
ン
ト
で
し
た
。

令
和
五
年
度

大
沢
校
学
校
施
設
開
放
に
つ
い
て

学
校
教
育
に
支
障
が
な
い
範
囲
で
、

市
民
の
利
用
に
供
す
る
こ
と
に
よ
り
、

市
民
の
健
康
増
進
、
文
化
及
び
教
養
の

向
上
に
資
す
る
と
と
も
に
、
学
校
施
設

を
生
涯
学
習
の
拠
点
に
す
る
こ
と
を
目

的
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
市
民
図
書
（
毎

週
月
・
木
・
金
・
土

15
時
半
よ
り
18

時
/
土
は
13
時
半
よ
り
17
時
半
を
予

定
）
、
運
動
場
の
休
日
利
用
、
体
育
館

の
休
日
と
夜
間
利
用
を
さ
せ
て
頂
い
て

お
り
ま
す
。
団
体
利
用
申
し
込
み
な
ど

は
開
放
責
任
者
（
中
西0

9
0
-
1
1
5
7
-
6
7

28
）
ま
で
。

夏
休
み
の
プ
ー
ル
開
放
事
業
は
、
異

常
高
温
、
コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
、
昨
年
度

よ
り
中
止
に
な
り
ま
し
た
こ
と
を
改
め

て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
安
全
確
保
・
熱

中
症
リ
ス
ク
管
理
・
コ
ロ
ナ
感
染
症
対

応
等
、
地
域
の
負
担
が
大
き
く
な
り
す

ぎ
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
の
ほ
ど

お
願
い
し
ま
す
。

安
心
・
安
全
を
第
一
に
、
楽
し
く
利

用
を
お
願
い
し
ま
す
。

（
中
西
晴
美
）

バ
ス
の
時
刻
が
変
わ
っ
て
い
ま
す

三
田
と
岡
場
を
結
ぶ
神
姫
バ
ス

13
系

統
の
ダ
イ
ヤ
が
４
月
以
降
変
更
に
な
っ

て
い
ま
す
。

変
更
内
容
：
三
田
発
13
時
30
分
→
14
時

神
姫
バ
ス
は
私
た
ち
の
重
要
な
移
動
手

段
で
す
。
乗
ら
な
い
と
無
く
な
り
ま
す
。

町
民
み
ん
な
で
支
え
合
い
ま
し
ょ
う
。

7
／
１

Ｊ
Ａ
ふ
れ
あ
い
Ｇ
Ｇ
大
会

や
ま
び
こ
会
定
例
会

7
／
３

光
山
だ
よ
り
編
集
委
員
会

7
／
４

民
生
児
童
委
員
協
議
会
定
例
会

7
／
12

婦
人
会
定
例
役
員
会

7
／
15

Ｊ
Ａ
ふ
れ
あ
い
祭
り

7
／
19

ふ
れ
あ
い
昼
食
会

7
／
20

自
治
連
合
会
定
例
役
員
会

7
／
23

大
沢
町
ク
リ
ー
ン
作
戦

7
／
25

光
山
だ
よ
り
配
布

婦
人
市
政
懇
談
会

（４）こうさんだより 令和５年７月号 第６１２号

花
卯
木
母
子
大
池
雨
激
し

三
恵
子

ほ
う
た
る
や
母
ゐ
て
子
供
も
ゐ
た
り
け
り
三
恵
子

草
叢
に
一
夜
の
宿
借
る
蛍
籠

純

子

紙
魚
走
る
三
十
巻
の
三
国
志

純

子

古
刹
へ
の
道
ゆ
る
や
か
に
若
葉
風

弘

枝

蛍
狩
い
つ
し
か
姉
を
見
失
ふ

弘

枝

俳
句

行
事
予
定

町
民
の
動
き

お
く
や
み

５
／
３

神
付

富
田

ひ
さ
様
102
歳

（
町
内
最
高
齢
の
方
で
し
た
）

６
／
1
上
大
沢

仲
西

悦
子
様
88
歳

６
／
5
日
西
原

尾
崎

行
雄
様
83
歳

６
／
15
上
大
沢

池
鍋

久
子
様
96
歳

大
沢
社
会
福
祉
協
議
会

市
原

岡
田
充
功
様
、
中
大
沢

溝
部
佳
保
里
様
よ
り
善
意
の
ご
寄

付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

編
集
後
記

田
植
え
と
い
う
の
は
、
農
業
の
根
幹

で
あ
る
一
大
イ
ベ
ン
ト
の
一
つ
。
無
事

に
終
わ
っ
た
と
き
は
、
気
持
ち
の
い
い

疲
れ
と
安
堵
感
が
、
全
身
を
包
み
ま
す
。

そ
し
て
、
そ
の
後
は
、
稲
が
育
っ
て
い

く
様
を
見
守
り
な
が
ら
、
ま
た
新
た
な

作
業
が
、
待
ち
受
け
て
い
る
こ
と
を
感

じ
ま
す
。
こ
の
繰
り
返
し
の
中
で
、
自

然
と
の
つ
な
が
り
な
が
ら
、
豊
作
に
な

る
よ
う
願
う
日
々
を
思
っ
て
過
ご
し
て

い
ま
す
。

(

Ｋ.

Ｋ
記)

絵

中
谷
弘
枝



ふ
れ
あ
い
コ
メ
づ
く
り
ひ
ろ
ば

「
田
植
え
編
」

第
24
回
を
迎
え
た｢

大
沢
ふ
れ
あ
い

コ
メ
づ
く
り
ひ
ろ
ば｣

が
ス
タ
ー
ト
。

稲
作
づ
く
り
の
体
験
を
通
じ
て
、
ふ
る

さ
と
の
農
作
業
を
体
感
し
て
い
た
だ
く

た
め
、
田
植
え
の
体
験
、
生
き
物
観
察

と
か
か
し
作
り
、
稲
刈
り
、
収
穫
祭
と

年
間
４
回
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
行
い
ま
す
。

ま
ず
は
６
月

10
日
（
土
）
午
後
の

「
田
植
え
編
」
か
ら
。
熱
中
症
対
策
と

し
て
水
分
補
給
を
お
願
い
し
、
大
沢
町

上
大
沢
の
田
で
行
い
ま
し
た
。
参
加
者

は
10
組
32
名
、
ス
タ
ッ
フ
12
名
。
親

子
協
力
し
て
作
業
を
す
る
姿
、
泥
田
に

腰
ま
で
浸
か
り
楽
し
く
苗
を
植
え
る
子

ど
も
の
姿
が
印
象
的
で
し
た
。

田
植
え
の
後
は
、
玉
ね
ぎ
収
穫
体
験

へ
。
地
元
ス
タ
ッ
フ
の
指
導
を
受
け
熱

心
に
取
組
、
あ
っ
と
い
う
間
に
作
業
終

了
。
事
業
終
了
時
に
感
想
を
聞
く
と
、

子
ど
も
達
は
「
楽
し
か
っ
た
！
」
お
父

さ
ん
お
母
さ
ん
は
「
疲
れ
た
？
」
の
声
。

し
か
し
、
み
ん
な
満
足
し
た
顔
で
、
収

穫
の
玉
ね
ぎ
を
持
ち
、
次
回
皆
さ
ん
に

出
会
え
る
こ
と
を
楽
し
み
に
会
場
を
後

に
し
ま
し
た
。

（
大
家
重
明
）

（２）こうさんだより 令和５年７月号 第６１２号

令
和
４
年
度

大
沢
町
地
域
事

務
局

活
動
報
告

【
局
員
会
】

1
回

【
事
務
局
会
議
】

２
回

【
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
長
会
議
】

５
回

大
沢
町
地
域
事
務
局
ス
タ
ッ
フ
ユ
ニ
フ
ォ
ー

ム
を
作
成
し
ま
し
た
。

【
都
市
と
の
交
流
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
】

会
議
12
回

ふ
れ
あ
い
コ
メ
づ
く
り
ひ
ろ
ば
（
田
植

え
編
・
生
き
物
観
察
と
か
か
し
作
り
編
・

稲
刈
り
編
・
収
穫
祭
編
）

啓
発
事
業

ど
ろ
ん
こ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

大
沢
フ
ェ
ス
タ

大
沢
ふ
る
さ
と
検
定

準
町
民
お
お
ぞ
う
フ
ァ
ン
俱
楽
部
交
流
会

エ
コ
ハ
イ
キ
ン
グ
（
中
止
）
準
町
民
登

録
者
数
166
名
（
令
和
５
年
３
月
31
日
現
在
）

【
定
住
促
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
】

会
議
２
回

内
見
会
1
回

空
き
家
・
空
き
土
地
・
空
き
農
地
の
実

態
調
査
の
依
頼
、
ま
た
内
見
会
の
実
施
、

イ
ベ
ン
ト
等
で
「
情
報
コ
ー
ナ
ー
」
を

設
け
「
大
沢
里
山
ぐ
ら
し
」
を
紹
介
し

大
沢
町
へ
の
定
住
希
望
者
を
募
り
ま
し

た
。
６
月
１
日
「
神
戸
里
山
・
農
村
版

空
き
家
お
こ
し
協
力
隊
」
と
し
て
定
住

促
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
神
戸
市
よ
り
委

嘱
さ
れ
ま
し
た
。
大
沢
町
へ
の
移
住
希

望
者
は
延
べ
70
名
が
登
録
さ
れ
て
い
ま

す
。

【
交
通
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
】

会
議
10
回

広
報
３
回

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
交
通
「
お
お
ぞ
う

ス
マ
イ
ル
バ
ス
」
の
無
料
試
験
運
行
を

令
和
４
年
４
月
２
日
よ
り
実
施
し
て
い

ま
す
。
町
民
の
足
と
し
て
よ
り
多
く
の

方
に
ご
利
用
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、

運
行
方
法
の
検
討
や
広
報
活
動
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

【
学
校
園
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
】

会
議
２
回

令
和
５
年
度
就
学
に
向
け
た
取
り
組
み

及
び
地
元
大
沢
町
と
学
校
園
と
が
連
携

す
る
事
に
よ
り
、
児
童
・
生
徒
の
豊
か

な
学
校
生
活
の
推
進
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
。

【
お
い
し
い
大
沢
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
】

各
部
会
ご
と
に
会
議
、
圃
場
巡
回
を
行

い
ま
し
た
。

ス
イ
ー
ト
コ
ー
ン
、
有

馬
山
椒
等
大
沢
産
農
産

物
の
充
実
を
は
か
る
為

の
活
動
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

【
生
物
多
様
性
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
】

会
議
、
生
物
調
査
２
回

希
少
生
物
の
保
護
啓
発
を
す
る
事
に
よ

り
、
自
然
環
境
の
良
い
大
沢
町
の
発
信

を
行
っ
て
い
ま
す
。

イ
ベ
ン
ト
で
の
絶
滅
危
惧
種
の
展
示
、

人
と
自
然
の
博
物
館
自
然
観
察
セ
ミ
ナ
ー
、

大
沢
小
学
校
３
年
生
へ
の
希
少
生
物
授

業
、
六
甲
ア
イ
ラ
ン
ド
高
校
に
よ
る
フ
ィ
ー

ル
ド
ワ
ー
ク
、
タ
ビ
ラ
の
生
息
調
査
報

告
等
生
息
調
査
結
果
報
告
、
河
川
改
修

後
の
ホ
タ
ル

の
生
息
調
査

報
告
等
を
行

い
ま
し
た
。

大沢町

地域事務局

掲示板

創
立
百
五
十
周
年
に
向
け
て

大
沢
小
学
校
の
前
身
で
あ
る
日
進
校

（
上
三
か
村
）
と
三
省
校
（
下
三
か
村
）

が
開
校
し
た
の
が
明
治
６
年
11
月
14

日
。
大
沢
小
学
校
は
、
令
和
５
年
で

150
年
を
迎
え
ま
す
。
明
治
６
年
に
登
場

し
て
く
る
名
前
は
、
西
郷
隆
盛
、
大
久

保
利
通
な
ど
歴
史
の
時
間
に
学
習
し
た

よ
う
な
人
物
ば
か
り
で
す
。
そ
の
よ
う

な
時
代
に
誕
生
し
た
大
沢
小
学
校
。
二

度
の
世
界
大
戦
、
阪
神
淡
路
大
震
災
や

東
日
本
大
震
災
な
ど
の
大
災
害
、
記
憶

に
も
新
し
い
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

世
界
的
流
行
な
ど
、
大
き
な
出
来
事
を

経
な
が
ら
も
多
く
の
先
輩
方
の
力
で
節

目
の
日
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

そ
こ
で
、
大
沢
小
学
校

150
周
年
記
念

の
企
画
と
し
て
、
皆
さ
ん
か
ら
「
大
沢

小
学
校

思
い
出
の
一
枚
」
を
お
寄
せ

い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
詳

細
は
、
配
布
予
定
の
「
思
い
出
の
一
枚
」

の
封
筒
を
お
読
み
く
だ
さ
い
。
大
沢
小

に
寄
せ
る
皆
様
の
想
い
を
大
沢
小
学
校

思
い
出
記
念
館
（
仮
称
）
に
掲
示
さ
せ

て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
教
頭

末
久

友
貴
）

中
学
校
修
学
旅
行

『
輝
く
花
を
咲
か
せ
よ
う
～
15
輪
の

笑
顔
の
花
』
、
生
徒
た
ち
が
考
え
た
修

学
旅
行
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
。
３
年
間
の
中

学
校
生
活
の
ま
と
め
と
し
て
、
学
年
で

笑
顔
あ
ふ
れ
る
３
日
間
を
合
言
葉
に
５

月
27
日
か
ら
29
日
に
東
京
方
面
に
修

学
旅
行
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

一
目
目
は
、
Ｔ
Ｄ
Ｌ
に
行
き
、
笑
顔

あ
ふ
れ
る
ス
タ
ッ
フ
の
方
と
ふ
れ
あ
い
、

本
物
の
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
ー
を
肌
で
感

じ
な
が
ら
楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご
し
ま

し
た
。

二
日
目
は
、
午
前
は
東
京
浅
草
に
て
、

班
ご
と
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
か
ら
浅

草
に
関
す
る
歴
史
や
文
化
に
つ
い
て
学

ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
午
後
か
ら
は

東
京
か
ら
横
浜
ま
で
大
冒
険
と
な
っ
た

「
首
都
体
験
班
別
活
動
」。
生
徒
が
事
前

に
調
べ
た
場
所
、
ル
ー
ト
に
従
い
、
東

京
を
横
断
し
、
横
浜
ま
で
活
動
し
ま
し

た
。
初
め
て
見
て
、
触
れ
た
「
首
都
東

京
」
。
都
会
や
多
く
の
人
の
姿
に
圧
倒

さ
れ
な
が
ら
、
多
く
の
こ
と
を
学
べ
ま

し
た
。

最
終

日

は

、

神
奈
川

で
地
引

網
の
予

定
が
天

候
で
変

更
と
な

り
、
八

景
島
シ
ー

パ
ラ
ダ

イ
ス
に

て
海
の

学
習
を

し
て
き
ま
し
た
。

訪
れ
た
場
所
、
出
会
っ
た
人
か
ら
本

当
に
多
く
の
こ
と
を
学
ば
せ
て
い
た
だ

い
た
３
日
間
で
し
た
。
ま
た
、
そ
れ
以

上
に
３
日
間
を
と
も
に
過
ご
し
た
こ
と

で
、
生
徒
同
士
の
絆
が
さ
ら
に
深
め
ら

れ
た
こ
と
が
一
番
の
大
き
な
収
穫
だ
っ

た
と
思
い
ま
す
。

３
年
学
年
総
務

土
居
直
樹

繋
が
り
と
絆
を
深
め
る
為
に

大
沢
町
自
治
連
合
会
の
今
年
度
の
会

計
予
算
に
、
地
区
別
活
動
推
進
費
用
を

計
上
し
て
あ
り
ま
す
総
予
算
は

56
万

円
（
会
員
戸
数
当
た
り
二
千
円
）
で
す
、

町
全
体
で
お
こ
な
う
行
事
よ
り
も
そ
れ

ぞ
れ
の
地
区
毎
で
独
自
の
発
想
に
よ
り

身
近
な
隣
近
所
の
単
位
で
コ
ロ
ナ
禍
以

前
の
よ
う
に
活
発
な
交
流
を
し
て
頂
き

た
い
為
で
す
。
地
区
の
役
員
さ
ん
レ
ベ

ル
で
は
構
想
が
出
来
上
が
っ
て
い
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
、
来
年
２
月
迄
と
い
う

実
施
期
間
を
設
け
て
い
ま
す
が
地
区
の

役
員
さ
ん
か
ら
皆
様
に
お
知
ら
せ
が
あ

れ
ば
積
極
的
に
参
加
し
て
頂
き
コ
ロ
ナ

禍
以
前
よ
り
も
親
睦
も
深
め
活
力
あ
る

町
に
し
て
い
こ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

（
大
沢
町
自
治
連
合
会
会
計
岩
形
孝
司
）

玉
の
あ
じ
さ
い
五
月
の
空
に

パ
ッ
と
咲
か
せ
て
総
踊
り✿

神
戸
ま
つ
り

神
戸
の
花
「
あ
じ
さ
い
」
神
戸
を
離

れ
て
い
た
頃
も
、
い
つ
も
こ
の
季
節
、

六
甲
山
ト
ン
ネ
ル
へ
至
る
道
筋
や
故
郷

大
沢
の
道
端
を
彩
る
あ
じ
さ
い
を
思
い

だ
し
て
い
ま
し
た
。

当
日
は
、
神
戸
ま
つ
り
音
頭
に
歌
わ

れ
る
歌
詞
そ
の
も
の
の
好
天
に
な
り
、

婦
人
会
の
後
に
パ
レ
ー
ド
す
る
夢
の
国

か
ら
の
お
客
様
、
Ｍ
さ
ん
達
の
お
蔭
で

三
宮
は
大
賑
わ
い
。
「
神
戸
ま
つ
り
、

す
ご
い
ね
」
と
テ
レ
ビ
で
映
し
出
さ
れ

る
総
踊
り
の
光
景
を
見
て
、
知
人
よ
り

連
絡
あ
り
。
私
の
心
も
そ
れ
そ
の
も
の

で
し
た
。
こ
ん
な
楽
し
い
平
和
な
時
間

が
世
界
中
に
広
が
り
ま
す
よ
う
に
、
願

い
も
込
め
て
、
初
出
場
さ
せ
て
頂
き
ま

し
た
。

（
中
西

晴
美
）

４
年
ぶ
り
の
神
戸
ま
つ
り
。
引
き
受

け
た
も
の
の
、
私
に
踊
れ
る
の
か
心
配

で
し
た
。
初
め
て
耳
に
す
る
音
頭
と
踊

り
。
手
と
足
の
動
き
に
四
苦
八
苦
し
ま

し
た
が
、
練
習
を
重
ね
何
と
か
踊
り
は

マ
ス
タ
ー
で
き
一
安
心
。
当
日
は
晴
天

に
恵
ま
れ
、
沿
道
は
身
動
き
が
取
れ
な

い
程
の
人
出
で
し
た
。
さ
あ
出
番
。
フ

ラ
ワ
ー
ロ
ー
ド
に
整
列
し
緊
張
の
中
、

伝
統
あ
る
総
踊
り
の
ス
タ
ー
ト
で
す
。

皆
で
気
持

ち
を
合
わ

せ
て
踊
り

楽

し

み

、

貴
重
な
時

間
と
な
り

ま
し
た
。

（
前
中き

ぬ
よ
）

（３）こうさんだより 令和５年７月号 第６１２号

一

十
地


